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（1）保守・反動
　ワーグナーと云ふと、一言でいへば、保守・反動のレッテルがついてゐ
る。もっとも、保守とか革新といつても、その内容は、国により、時代に
より、まちまちであり、一定の意味内容は持つてゐないやうである。日本
では、「左」と云はれてゐる人たちは革新だが、旧ソ連などでは、日本と逆
で、「左」の方が保守で、「右」が革新であつた。これを統一的に説明すれ
ば、体制的なものは保守であり、反体制的なものが、革新とでも呼べばい・
のかもしれない。
　ところで、日本には、「進歩的文化人」といふ人々がゐる。あるいは、ゐ
た。この人たちは、革新的な、「左」の陣営の共鳴者である。こ・で使はれ
てゐる「進歩的」といふ言葉には、価値判断が含まれてゐないか、どうか。
もしも、「進歩的」といふ言葉に「善」といふ意味がいくらかでもチラつい
てゐるならば、反体制的なものは、永遠に「善」であると云へなくもない
であらう。保守とか、革新と云つても、その意味内容は、このやうに不安
定で、頼りないが、とにかく、ワーグナーは保守・反動といはれる。そし
て、それは明らかにマイナスの意味を含んでゐる。
　ワーグナーが保守・反動といはれる理由は、いろいろあるが、その第一
は、ナチスと結びついてゐるからである。ヒトラーは、ワーグナーが大好
きだつた。ヒトラーとワーグナー作品との出会は、オーストリアのリンツ
で、『最後の護民官リエンツィ』を見たのが最初だつたとも、いや、さうで
はなく、ヒトラーが見た、ワーグナー最初のオペラは、『ローエングリーン』
であつたとも云はれる。それが、前者、つまり『リエンツィ』であつたな
らば、ヒトラーは、リエンツィのやうに、自分がドイツ国民の護民官にな
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らうと思つたであらうし、後者、『ローエングリーン』ならば、そこにゲル
マン精神の強烈な謳歌を見たであらう。
（2）第三帝国
　1933年3月21日、この日は第三帝国発足の式典の日であり、夜には、ベ
ルリン国立歌劇場で、祝賀演奏会が行はれたが、それはフルトヴェングラー
指揮による『マイスタージンガー』前奏曲で始つた。さうして1945年4月
30日、ヒトラーはピストル自殺し、遺体はすぐに総統官邸の中庭に運ばれ、
ガソリンをかけて焼かれた。その死について、次のやうなコメントをつけ
た本がある。「それは、自分こそゲルマン人種の救済者だ、と信じていた一
人のワグネリアンにふさわしい死であった。そして、もし、この火葬に『ワ
ルハラの神殿に入る神々』の音楽の伴奏がつけられていたら申し分なかっ
たであろう。しかし、聞こえていたのはソ連軍の弾丸の炸裂する音だけで
あった。」（ワイクス『ヒトラー』）1）
　ヒトラーの火葬にワーグナーの音楽はなかつたが、翌5月1日、ラジオ
放送は、ジークフリート葬送曲を流したのち、ヒトラーの死を伝へたとい
ふことである。第三帝国は、文字通り、ワーグナーに始つて、ワーグナー
に終つた。ナチスがどれほど多くワーグナーを利用したかは、あまりにも
多過ぎて、例があげられない程である。ナチスの宣伝大臣ゲッベルスは、
『マイスタージンガー』を「われわれの民族精神の化身（Inkarnation）」と
し、「この作品は、ドイツのメランコリーと神秘的傾向、ドイツの誇りと勤
勉、そして、ドイツのユーモアの、天才的な集大成」であると云つてゐる
（1933年ラジオ演説）。また、オペラ『ニーベルングの指環』の主人公ジー
クフリートは、ナチスの標榜するゲルマン精神の体現者ともなつた。
　バイロイト音楽祭は、原則として、2年つ・“けて1年休み、つまり3年
に2回であつたが、（た“し、第一次大戦後、1914年～24年は休演）、ナチ
1）　アラン・ワイクス（渡辺修訳）「ヒトラー』、サンケイ出版、207頁。
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スが政権についた1933年以後は、35年を休んだ・けで、44年まで毎年開
催されてゐる。バイロイト音楽祭の最大の悩みは、そもそもワーグナーの
生前から、金がないことであつたが、このやうに毎年の開催が可能になつ
たのは、ナチス政府がバイロイト音楽祭に免税の特権を与へ、しかも、そ
れに加へて、年5万マルクの財政援助までした・めである。音楽評論家ジョ
フリー・スケルトンは、『バイロイト音楽祭の100年』といふ本の中で、「（19）
30年代にはバイロイトはナチの栄光の出店となった。ヒットラーは、音楽
祭の間はヴァーンフリートに住み、総統の歓迎会はその敷地で行なわれ、
ナチの旗は町中にひらめいた」2）と云つてゐる。
　この頃、バイロイト音楽祭を主催したのは、（ワーグナーの息、子ジークフ
リートの妻）ウィニフレット・ワーグナー（Winifred　Wagner，1897－1980）
であった。バイロイト音楽祭は、ワーグナー家の私的催しであつたから、
その経営はワーグナー家の当主が当らなくてはならない。それで、夫ジー
クフリートの死後、1930年からウィニフレットがそれに当つてゐた。ウィ
ニフレットは、4人の子持の未亡人であつたが、ヒトラーと再婚するので
はないかといふ噂まで流れた程である。後年、記録映画『ウィニフレット
の回想』（1975年）では、「そりゃもう、今もって私はあの方に感謝申しあ
げております。……もし今あの方が戸をあけて入ってこられたら、私は、
いつもと変わらず、喜んで、あの方をお迎えするつもりです」と云つてゐ
る。「あの方」とは、云ふまでもなく、ヒトラー。
　ナチスには、周知のやうに、宣伝省があり、宣伝大臣がゐた。これは、
ナチスが大衆煽動といふものを、大へん重く見たからである。映画やマス
コミをこれほど利用した政権は、それ以前には、おそらくなかつたであら
う。ワーグナーのオペラ、ワーグナーの音楽もまた、かうした大衆教化の
ために、一役買つたのである。そして、ワーグナーはまさにそれにうッて
つけだつた。もつとも、何もワーグナーだけが、ナチスに利用されたわけ
2）　ジョフリー・スケルトン（山崎敏光訳）『バイロイト音楽祭の100年』、音楽之友社、
181頁。
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ではない。オーバーアマガウの受難劇も、ヒトラーが見物に訪れ（1934年）、
キリストを十字架につけたのはユダヤ人であるとの標語のもとに大いに利
用された。
（3）ナチスとワーグナー
　ワーグナーとナチスとの間には、多くの共通項が指摘できる。ナチスの
スローガンと云へば、（a）ゲルマン精神の謳歌、（b）ユダヤ人排斥、（c）反共産
主義であるが、そのいつれもが、ワーグナーには見られる。
　ワーグナーが生きた19世紀、特にその前半、ドイツはイギリスやフラン
スにおくれをとり、まだ近代的な国民国家（nation）が出来てをらず、領邦
国家の状態であり、近代的な国民国家へ向けて努力中であつた。ネーショ
ンは民族に基盤をおいてゐるから、必然的に、民族としての自覚、その文
化に関心を抱く。ナショナリズムの勃興である。ドイツの場合について云
へば、フィヒテの愛国的な講演『ドイツ国民に告ぐ』、アルニムとブレンター
ノによる民謡の蒐集、グリム兄弟による民話・伝説の研究と膨大なドイツ
語辞典の出版などである。
　ワーグナーもそのやうな時代思潮の影響下にあり、オペラの題材の多く
を、ゲルマンの神話や伝説、ドイツ中世の叙事詩などから取つて来た。『指
環』は、ゲルマン神話の集大成である『エッダ』や『サガ』、それに中世の
叙事詩『ニーベルンゲンの歌』にもとついてゐるし、『ローエングリーン』
はコンラートの、『トリスタンとイゾルデ』はゴットフリートの、『パルジ
ファル』はヴォルフラムの叙事詩のオペラ化である。それにまた、具体的
に歌ふ内容にも、ナショナリスティックな言葉が目立つ。例へば、「たとひ
神聖ローマ帝国は、雲散霧消しようとも、／最後にこの手に残るもの、／それ
は神聖なドイツの芸術だ」（『マイスタージンガー』第3幕第5場）とか、
「いまこそ、わが国の敵よ、寄らば寄れ／われらは勇敢にむかへ撃たう。／荒
涼不毛の東からの／敵の侵入も、もはや許さない。／ドイツのために、ドイツ
の剣、／かくて国威を発揚せよ。」（『ローエングリーン』第3幕第3場）これ
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らは、ナチスの場合の（a）ゲルマン精神の謳歌につながる。
（4）反ユダヤ・反共産主義
　次に（b）のユダヤ人の排斥であるが、これまたワーグナーは、反ユダヤ主
義者として有名である。1850年、このころワーグナーは、スイスのチュー
リヒに亡命中であつたが、雑誌「音楽新誌」に、『音楽におけるユダヤ性』
（Das／zadentum　in　der　Mzasik）といふ文章を、亡命中だつたからであら
う、まつ匿名で発表し、後に69年には、それに序文をつけ、今度は実名で
出版したところ、ワーグナーの許には、抗議が殺到した。ワーグナーはこ
のために多くの敵を作つてしまひ、以後「音楽におけるユダヤ性の著者」
といふ語は、ワーグナーの代名詞とさへなつた。
　民衆の中には、ユダヤ人に対する根深い嫌悪が存する。金力の前に、我々
のあらゆる営みが屈する限り、ユダヤ人は支配しつ・・“けるであらう。ユダ
ヤ人には、真の情熱がなく、ましてや、芸術創造へと自らを駆り立てる情
熱など、まるでない。我々は、近代音楽におけるユダヤ主義の時代を、完
全な不毛、停滞の時代と呼ばねばならない。ユダヤ人にとつて、人間にな
るとは、ユダヤ人をやめる（改宗）しかない。それ以外に、呪からのユダ
ヤ人の解放とは、即ち、滅亡だ。以上が、この論説の概略である。
　ワーグナーは、なぜ、このやうに反ユダヤ的なパンフレットを書いたの
か。ワーグナーは、メンデルスゾーンに終生不快な感情を抱いてゐたとも
云はれてゐる。そして、メンデルスゾーンはユダヤ人である。1835年、23
歳で、まだうだつのあがらぬワーグナーは、4つ年上で、その時すでにワー
グナーの故郷ライプツィヒのゲヴァントハウス・オーケストラの指揮者に
なつてゐたメンデルスゾーンにあて・、「ハ長調交響曲」を送つたが、メン
デルスゾーンは、これを無視。それがワーグナーの感情を害したといふの
である。
　ワーグナーにとつて忘れられないユダヤ人が、もう一人ゐる。マイヤー
べ一ア（Giacomo　Meyerbeer，179H864）である。ワーグナーは何とかし
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て世の中に出たいと思ひ、その頃ヨーロッパ文明の中心地と目されてゐた
パリに乗り込む。そこで、ワーグナーが頼りにしたのは、このマイヤーべ一
アであつた。マイヤーべ一アはベルリンの出身で、当時パリのオペラ座を
中心に一世を風靡してゐたグランド・オペラの人気作者であつた。ワーグ
ナーは、共にドイツ生れといふ親しみもあつて、マイヤーべ一アに自分を
推薦してくれるやうに頼み、マイヤーべ一アも方々の劇場に仲介の労を惜
しまなかつたのであるが、偶然も手伝つて、何一つ成功しなかつた。その
ため、ワーグナーはマイヤーべ一アを嫌ふやうになり、後にマイヤーべ一
アはワーグナーの疫病神のやうになつてしまつた。それで、『音楽における
ユダヤ性』に、マイヤーべ一アの名まへは、直接には出て来ないが、この
文章は、専らマイヤーべ一アに対する腹癒せだつたとも云はれてゐる。
　しかし、ワーグナーの反ユダヤは、メンデルスゾーンやマイヤーべ一ア
といふやうな特定のユダヤ人に対する反感・嫌悪といふよりも、むしろ、
当時の社会、そのころの時代思潮の影響があつたと思はれる。時代の雰囲
気といふものがある。いかなる天才も、その生きた時代から抜け出すこと
は出来ない。人間は全て時代の子である。
　ワーグナーの時代、すなはち、19世紀は反ユダヤ感情が、広く、深く社
会全体に浸透した時代であつた。ユダヤ人排撃の歴史は古く、ローマ時代
にまで湖る。12世紀には、ユダヤ人とキリスト教徒の居住地をわけ、ゲッ
トーのやうなものも始る。このやうに見て来ると、19世紀が特に反ユダヤ
的であつたとは云へない面もある。それどころか、逆に、18世紀から19世
紀にかけて、ユダヤ人がゲットーと法の差別から解放された時代でもあつ
た。にもか・はらず、あるいは、「だからこそ」ワーグナーが生きた19世
紀は、反ユダヤ運動の盛んな時代とも云へる。ゲットーから解放されたユ
ダヤ人の成功、たとへば、ロスチャイルド（Rothschild）などの例は、人々
の嫉妬をかきたてることはあつても、ユダヤ人への好意には、決してなら
ない。好意どころか、人々は何かうまく行かなければ、全てそれをユダヤ
人のせゐにしたくなる。ワーグナーは、子どものころは、モーツァルトの
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やうな天才でもなく、50歳過ぎになつても、地位も名誉も、金もなく、あ
てどもなくさまよつてゐたのであるから、『音楽におけるユダヤ性』などは、
マイヤーべ一ア個人に対する欝憤晴しといふよりは、自分の不遇の元凶特
定のために必要だつたのではないかと見るのが、より適切なやうにも思は
れる。
　ゴビノー伯爵（Arthur　Graf　Gobineau，1816－82）の有名な『人種不平等
論』が出版されたのが1853年であり、この本が基となつて人種的反ユダヤ
が出て来るのだが、これがまさに、ワーグナーの時代なのだ。なほ、ゴビ
ノーとワーグナーは直接の交渉もあり、1881年5月、ゴビノーはバイロイ
トにワーグナーをたつね、こ・に4週間滞在してゐる。さつそくワーグナー
は8月から9月にかけて、ゴビノーからの影響の強いエッセイ『英雄主義
とキリスト教』（Heldentum　und　Christentum）を書き、その中で、「白人
の活動と成果と創造とがなかつたなら、人類の歴史は存在しなかつたこと
は、全く明らかである」などと云つてゐる。このあたりになつて来ると、
ワーグナーとナチスはますます近い。
　第3に、（c）の反共産主義について・“あるが、ナチスが強烈な反共であつ
たことは、あらためて云ふまでもないであらう。簡単な例を一つあげるな
らば、ナチスのポスターには書いてある、「共産主義は死ね、社会主義が生
きるために！」と。これまた、云はでものことをつけ加へれば、ナチスは
「国家社会主義ドイツ労働者党」（Nationalsozialistische　Deutsche
Arbeiterpartei）であるから、ナチスは社会主義の一つである。
　ワーグナーもまた共産主義を嫌つた。ワーグナーは『共和主義の運動は
王権に対して、いかなる関係にあるか』（Wie　verhalten　sich　rePublileanische
Bestrebungen　dem　KO－nigtume　gegendiber．P）といふ演説で（1848年）、貴
族階級の廃止を訴へながらも、「財産と利益とを数学的に等分化する」共産
主義を、「全くつまらない、無意味きはまる」教説として、しりぞけてゐる。
ワーグナーと共産主i義には、さらに駄目押しまでついてゐる。1876年の夏、
マルクスはバイロイト音楽祭について、「国家音楽士ワーグナーのバイロイ
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ト馬鹿祭り」と云つてをり、どうもワーグナーとマルクス主義とは、はじ
めから相性がよくなかつたやうだ。ブレヒトのワーグナー嫌ひは有名だし、
「新日本文学」のいいだ・ももは、「ぼくはワーグナーが大嫌いだった」
（雑誌「音楽の手帖・ワーグナー」）と書いてゐる。これに対して、三島由
紀夫はワーグナーが大好きであつた。
（5）革命
　保守とか、革新とか云つても、それがどのやうな社会で発言されるかに
よつて、意味が全く逆転したりするから、話は少し面倒になるが、ナチス
とワーグナーとの深いか・はり方を見て来ると、ワーグナーに保守・反動
のレッテルがはられるのも、うなづけぬことはない。しかし、ワーグナー
は、簡単に「保守・反動」で片づけられるほど単純ではない。ワーグナー
は非政治的であると云はれる。ワーグナーの芸術は、ドイツ的であり、ド
イツ的とは、フランスが政治的であるのに対して、非政治的であるといふ
のである。トーマス・マンは、繰返し、ワーグナーのドイツ性と非政治性
を主張してゐる。トーマス・マンによれば、ワーグナーは、ゾラとか、ト
ルストイと大きな共通点をもつてゐる。これらの作家の作品は、共に19世
紀といふ偉大な世紀の時代精神を体現してゐるからである。しかし、また
一方、ワーグナーとゾラやトルストイとの間には、明らかな相違も認めら
れる。ゾラやトルストイは、社会的・政治的な関心が大へん強いのに反し
て、ワーグナーは、さうしたものに、あまり興味を示さない。こ・のとこ
ろに、ワーグナーがドイツ的と云はれる理由がある。何故なら、「ドイツ精
神は、本質的に、社会や政治に無関心」（Th．　Mann：Zza　Wagners　Ver－
teidigzang）なのだから。これが、大作家トーマス・マンの発言となると、
もうそれだけで、何はともあれ、重みがある。
　ところでまた、別の見方をすれば、ワーグナーは極めて政治的であると
も云へる。芸術家として、まれに見るほど、政治的だつたと云つてもい・
かもしれない。ワーグナーは思想的には、フランスの社会主義者プルード
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ンとか、へ一ゲル左派のフォイアーバハの影響を受けてゐるが、こ・では
もう少し具体的に、実際の行動について見てみたい。
　1830年、ワーグナーは18歳で、ギムナジウムの生徒であつたが、その年
の夏、フランスで選挙があり、反王党派の自由党員が多数当選したのを契
機に、7月革命がおこり、国王シャルルは、イギリスに亡命した。ワーグ
ナーは自叙伝『わが生涯』の中で、この政変にふれて、「ライプツィヒ新聞
の号外が、パリの7月革命を報道した。フランス王は玉座から追ひ払はれ
たのだ。……歴史的世界は、わたしにとつて、この日からはじまつた。も
ちろん、わたしはこの革命に大賛成だつた」3）と書いてゐる。
　この7月革命は、ヨーロッパ各地に波及し、その中の一つ、ポーランド
のワルシャワでも民衆の蜂起があつた。ナポレオンの作つたワルシャワ大
公国は、ウィーン会議で消滅し、その代りに、ポーランド王国が成立した
が、ロシア皇帝がポーランド王を兼ねてゐた。それで、ワルシャワの革命
政府は、ロマノブ王朝の廃止を宣言したのだが、間もなく、ロシア軍がワ
ルシャワを占領し、ポーランドの蜂起は鎮圧されてしまつた。この事件に
ついても、ワーグナーは『わが生涯』の中で、「ポーランドの入民が、短時
日にもせよ、1831年5月、戦ひとつたところの成功に、わたしは驚喜した。
世界が奇蹟のやうに新たに生れ変つたやうに思へたからである」4）と云つ
てゐる。
　ポーランド革命の失敗後、それに参加した大勢の人たちが、「自由の国」
と思はれてゐたフランスへの亡命の途次、ワーグナーの住むライプツィヒ
を通つて行つたので、ワーグナーは、その人たちの宿泊所をたつね、話ま
でしてゐる。その時、ワーグナーは19歳だつたが、19の少年にしては、ま
せた行動であつた。
　1843年、なかなか芽の出なかつたワーグナーは、この年やうやくドレス
デンの宮廷劇場指揮者となつた。この時、ワーグナーの下で、副指揮者を
3）　Mein　Leben（hrsg．　von　Gregor－Dellin），　List－Verlag，　S．47．
4）　　a．a．O．　S．66．
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つとめたのが、アウグスト・レッケル（August　R6ckel，1814－76）である。
この人は、音楽家としてよりも、革命家としての方が有名である。
　1848年2月、パリに2月革命が起つた。国王ルイ・フィリップはイギリ
スへ亡命した。この革命では、労働者の働きが大きな役割を果たした・め、
社会主義者ルイ・プランも政府の一員となD、国営工場が作られた。世界
最初の社会主義体制である。この2月革命は、ウィーンに飛び火して、3
月革命となり、ウィーン体制の指導者メッテルニヒは追放された。ワーグ
ナーは、早速、『ザクセンからウィーンの人々への挨拶』（Grzaβ　aus　Sachsen
an　die　Wiener）と題する長い詩を書いて、それをオーストリアの新聞に
載せ、この革命を賛美した。
　同じ年の6月、これまたフランス2月革命の余波の一つであるが、チェ
コのプラハで暴動がおこり、あの有名なアナーキストのバクーニンが、こ
の暴動を指揮したが失敗、バクーニンは同志レッケルをたよつて、ドレス
デンに潜入したので、ワーグナーはレッケルの紹介で、このロシアの無政
府主義者と知合になつた。
（6）バリケード男
　6月14日、ワーグナーは急進的な政治団体「祖国結社」において、先に
ふれた演説（『共和主義の運動は王権に対して、いかなる関係にあるか』）
をおこなひ、そこでワーグナーは貴族階級の廃止を訴へた・めに、政府の
要注意人物となつた。この時、ワーグナーは宮廷劇場の第一指揮者。いは・“、
ザクセン王室にか・へられてゐる体制内の人間である。それが、このやう
な反体制的発言をした。制裁措置は迅速だつた。た“ちに、『リエンツィ』
はレパートリーからはつされ、4月完成、12月初演予定の『ローエングリー
ン』も上演中止となつた。
　その頃、レッケルは政治運動ゆゑに、宮廷劇場の副指揮者の地位を解雇
された。レッケルは、革命家に徹する決心をして、「民衆新聞」と題する週
刊新聞を出して、民衆の煽動にのりだした。ワーグナーは、この新聞に匿
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名ではあるが、3編の革命的な記事を書いてゐる（『ドイツと諸侯』、『人間
と現在の社会』、『革命』）。その中でも、49年4月に発表された『革命』と
題する文章は、「アジびら」といつてもい・やうな激烈な言葉で書かれてゐ
る。そのためであらうか、この文章、生前にはワーグナーの著作集から除
かれてゐるが、それは次のやうに始まる。「われわれには分つてゐる。古い
世界、それは崩壊し、そこから新しい世界が誕生する。なぜなら、崇高な
女神〈革命〉は、嵐の翼に乗つて轟然と羽音をたて・やつて来る。……」
　革命、ドイツ語のRevolutionが女性名詞なので、「革命」を崇高な女神
と称へ、革命に熱狂してゐる様子がよく分る。さらに、「革命」からの挨拶
として、「強者と法律と財産」の粉砕、「一人の人間が、他の者を支配する
一切の支配権」の粉砕を主張する。このあらゆる既存の秩序の破壊を目ざ
す革命の賛美は、バクーニンからの受け売りかもしれない。
　バクーニンと云へば、ワーグナーのオペラの中にも、バクーニンからの
影響が見られる。『指環』のジークフリートは、まつ、近親相姦といふ罪の
子として生まれ、育ての親のミーメを殺し、大蛇に身をかへて宝を守る
ファーフナーを倒し、前をさえぎるヴォータンの槍を、一撃のもとに真ッ
ニつに折つてしまふ。ヴォータンの槍は権威の象徴である。しかし、ジー
クフリートの前には、権威もヘッたくれもない。た・“己の欲するがま・に
猛進する。バーナード・ショウは、このジークフリートのことを、「生れな
がらのアナーキスト」、「バクーニンの理想像」（B．Shaw：VVagner－Brevier）
と呼んでゐる。
　1849年3月、フランクフルト国民会議は、ドイツ帝国憲法を起草し、ド
イツ皇帝にプロイセン国王（フリードリヒ・ヴィルヘルム四世）を推挙し
たが、プロイセン王は、これを拒否。ザクセン国でも、帝国憲法承認を求
める国民の声に、国王フリードリヒ・アウグストニ世は、だんご、耳をか
さうとしなかつた。国王のこの態度は、実は、プロイセンからの要請によ
るものであり、王は自国の軍隊とプロイセンからの援軍をたのみとして、
強気に出たのである。4月30日、上院、下院の両院は解散を命じられ、レッ
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ケルの「民衆新聞」も発禁となつた。
　5月3日、国王は首都ドレスデンからの脱出を計画、民衆は王の馬車の
韓を折つて、王にと・’“まるやうに嘆願した。しかし、翌5月4日、国王、
王妃、大臣たちは、国民の願ひを無視して、首都ドレスデンを離れた。街
には、バリケードがきつかれ、市庁舎には仮政府が成立した。ワーグナー
は「民衆新聞」の印刷所で、「君たちはわれわれと共に、外国（プロイセン）
の軍隊に立ち向ふか？」と書いたビラを刷らせ、バリケードを乗り越えて
王宮広場に待機してゐたザクセン軍の兵士たちに、自らこのビラを配つて
廻つた。ちなみに、この時、ワーグナーが狙撃されなかつたのは奇蹟だつ
たとも云はれる。
　以後、「バリケード男」（Barrikadenmann）はワーグナーの代名詞となつ
て、しばしば使はれる。これは、もう少し後になるが、ワーグナーがバイ
エルン国王ルートヴィヒニ世の庇護のもとにあつた時、ルートヴィヒニ世
のあまりにも過剰なワーグナー傾倒が、民衆からの反撲をまねき、結局ワー
グナーは首都ミュンヘンから追放されるのであるが、その時、世論を集約
して、新聞の一つは、ワーグナーのことを、「かつて殺人放火集団の先頭に
立つて、ドレスデンの王宮を木ッ端微塵にしようとしたバリケード男」
（Der＞Neue　bayerische　Courier＜）と呼んだ。
　ドレスデンの革命の方はどうなつたか。5日から6日にかけて、ワーグ
ナーは偵察の役をしてゐる。十字架教会の95メートルの塔にのぼり、そこ
から戦況をいちいちメモして、小石をその紙片にくるんで、下に落として
連絡してゐた。丁度、バクーニンがドレスデンに来てゐたので、バクーニ
ンもバリケードの内に入つて、いろいろ革命の指揮をとつた。しかし、6
日（日曜日）プロイセン軍がドレスデンに到着、革命軍はたちまちのうち
に鎮圧された。8日、レッケルはドレスデンから逃出さうとしたところを、
暴動の首謀者として逮捕され、死刑の判決を下された。9日、バクーニン
とワーグナーはドレスデンを離れ、途中で二人は別れる。バクーニンはそ
の夜のうちに逮捕、ロシア政府に引き渡され、シベリア流刑となつた。
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　一方、ワーグナーだけは、逃亡に成功したので、逮捕状が出され、手配
書が新聞に掲載された。それによると、楽長ワーグナーは、この度の騒乱
に「深く関与」したので、心あたりの人は、た“ちに知らせよ、といふの
である。結局、ワーグナーは逮捕されなかつたが、もし、逮捕されてゐた
ら、死刑の判決が下された可能性がある。もつとも、死刑といつても、す
ぐに執行されるわけではなく、この時の逮捕者の例から推察すれば、まつ
無期に減刑され、しばらくして釈放となつたであらう。レッケルの場合は、
自由の身となるまで、13年間刑務所に入らねばならなかつた。バクーニン
はシベリア流刑から脱獄してゐる。レッケル、バクーニンといふ「職業革
命家」といつてもい・やうな人たちが、次々と逮捕されたのに、ワーグナー
だけが逃げおほせたのは、ワーグナーのした・かさを物語つてゐる。「逮捕」
は、革命家にとつて、致命的な恥辱である。この一事からだけ見ても、ワー
グナーはレッケルやバクーニンよりも、より革命家的であつたと云へなく
もない。
（7）ブラームスとの対比
　何かと、ワーグナーと対比されるのは、ブラームスである。ブラームス
の芸術、そしてまた、その政治姿勢は、ワーグナーと比べると、文字通り、
対蹟的であり、大へん興味深い。ヨーロッパの音楽は、一口でいへば、べ一
トーヴェンの交響曲で一つの頂点に達した。ワーグナーは、べ一トーヴェ
ンの第九交響曲を、交響曲といふ形式のピリオド、幕切れと考へた。この
スタイルで作曲してゐる限り、所詮はべ一トーヴェンのエピゴーネンから
抜け出せないと判断し、故意に、シンフォニーといふ形式を避けて、オペ
ラ製作へと向かつた。ヨーロッパの音楽は、20世紀になると、現代音楽と
いって、19世紀の音楽とは全く様変りしたが、その現代音楽への扉を開い
たのが、ワーグナーの『トリスタン』だつたことは、音楽史の常識となつ
てゐる。あくまでも、伝統の中にと・“まつて、より一層の完成を目指すの
も一方法なら、伝統にとらはれずに、新しい様式を作り出すのも一方法で
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ある。ワーグナーは後者の道を選んだ。これに対して、ブラームスは、前
者、つまり、より多く伝統内にと“まつたのである。ブラームスは、どこ
までもシンフォニーといふ形式にごだはつて、あの完成度の高い4つの交
響曲を作つた。そして、ブラームスとワーグナーとの政治姿勢を比べてみ
ると、ワーグナーは見て来たやうに、当時ヨーロッパ各地で頻発した革命
の賛美者であり、つひにはそれに参加した・めに、逮捕・投獄の寸前まで
行つたのだが、ブラームスの方はといへば、ビスマルクが失脚した時、ビ
スマルクが乗つてゐる馬車を馬の代りになつて引いて、この老政治家への
敬意を示さうとするビスマルク崇拝者の一人であつた。ブラームスは、芸
術的にも、政治的にも、伝統を愛惜する人であつた。
　ワーグナーは、極めて政治的でありながらも、非政治的と云はれ、革新
的行動の人であつたのに、保守・反動のレッテルがはられてゐる。これは、
そのどちらか“正しく、どちらか“間違つてゐると見るならば、それが最
も間違つてゐるであらう。そのどちらにも、それなりの理由づけが出来る。
それは時間と共に変つて来たのだとする見方もないわけではない。すなは
ち、ワーグナーは革新から保守へ、政治的から非政治的へ変つて行つたと
解釈するのである。しかし、どうもさうとばかりは云へない所もあり、要
は、座標軸の採り方による。対象は視点によつて姿をかへるからである。
　それにしても、ワーグナーほど殿誉褒既のはなはだしい人は、めづらし
い。ワーグナーに関する文献は大へん多く、ゲーテの文献の次に多いなど
と云はれるが、その中から一つを取るとすれば、ニーチェのワーグナー論
になるかもしれない。その後のワーグナー文献は、全てニーチェのワーグ
ナー論の焼き直しに過ぎない、とまで云はれることさへある。よく知られ
てゐるやうに、ニーチェは初めワーグナーを熱烈に賛美したが、後には感
情的に罵倒した。ニーチェは、ワーグナーのオペラをギリシア悲劇の再来
として持ち上げたが、ワーグナーの家に出入りしてゐるうちに、しだいに
ワーグナーから離れて行き、しまひには、ワーグナーの人柄、言動を痛烈
に非難した。「ワーグナーは、一体、人間だらうか。彼はむしろ病原体では
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ないだらうか。彼は自分に触れる全てのものを病気にする」（Nitzsche：Der
Fall　Wagner・5）と云つた類ひである。後世のワーグナー文献は、その作品
を賛美し、人柄を罵倒するといふ型まで、ニーチェを踏襲してゐる。さう
した意味からも、ニーチェはワーグナー研究の原点と云つてもい・であら
う。
⑧重さの絆から解き放たれて
　賛美と非難の渦の中を、ワーグナーはした・かに生きのびて来た。ナチ
ス時代にもてはやされたものは、戦後、全て抹殺されたが、ワーグナーだ
けは生きのびた。バイロイト祝祭劇場は、一時、占領軍の娯楽演芸場に当
てられてゐたが、1951年、ワーグナーの孫のヴィーラント・ワーグナー
（Wieland　Wagner，1917－66）の演出によつて、ワーグナーは見事に復活し
た。ヴィーラントは、それまでとは全く違つたワーグナー像を私たちに見
せてくれた。新バイロイト様式といはれるが、ヴィーラントはワーグナー
の作品を、出来るだけ脱ゲルマン化し、人間存在の普遍的な表出と解釈し
た。このヴィーラント様式は、しばらくの間、大いに権威をもつたが、ヴィー
ラントの死後、フランス人やイギリス人の演出家も登場し、バイロイトは、
さまざまな演出の実験劇場のやうな観を呈してゐる。一つの作品に、かう
まで多様な演出が可能であるとは、驚くばかりである。元来、『指環』は、
北欧神話にもとつくオペラであり、従来、そのやうな点を考慮して、舞台
設定は神話の世界と、はなはだしくは食ひ違はなかつたのであるが、1976
年～80年のフランス人シェロー（Patrice　Ch6reau，1944－）の演出では、
ラインの乙女たちは、現代の街の売笑婦となり、ラインの川底は、ダムに
姿をかへ、そこには水力発電の装置があり、登場人物も、私たちと同様に、
背広やコートを着てゐる。しかし、何もこれで固定したわけではなく、次
のイギリス組の演出では、さらに一変してゐる。これらは全て、もちろん、
演出家の努力の現れであるが、それにしても、一番肝心なワーグナーの作
品が、それに応へ得るだけのものをもつてゐる証拠であり、これもまた、
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ワーグナーの多面性を示してゐる一つの例と云つてい・であらう。
　ワーグナーの反ユダヤ的発言に対するユダヤ人の反応は、その後、どう
なつたか。『パルジファル』初演の指揮をしたのが、ヘルマン・レーヴィ
（Hermann　Levi，1839－1900）であつたことは、よく知られた話である。そ
して、レーヴィはユダヤ人である。このやうに個人的には、ユダヤ人も、
ワーグナーに協力してゐるが、しかし、ナチスとの結合によつて、当然と
いへば当然ながら、イスラエルでは建国から、ずつとワーグナーの音楽は
禁じられてゐたが、それも、以来40年ほどして解禁となり、イスラエルで
もワーグナーの音楽が演奏された。イスラエルにとつて、ワーグナーは不
倶戴天の敵とみなしてもい・やうなものであるが、そのイスラエルでも、
いつまでもワーグナーを禁圧しておけなかつたのである。ワーグナーは、
その経歴からすれば、もはや過去完了の存在として、墓の中にうつもれて、
時たま物好きな墓堀人夫の好奇心をそ・る程度で当然と、思へなくもない
のだが、実際には、今なほ、現在進行形である。その魅力について、これ
また膨大なワーグナー文献の中から一つを選べば、ボードレールが云ふや
うに、ワーグナーは私たちを、「重さの絆から解き放ち」5）「私たちを自分自
身へとつれ戻してくれる」6）といふ言葉につきるやうである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和38年　修士課程修了
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪府立大学名誉教授）
5）　ボードレール『〈タンホイザー〉のパリ公演』（Richard　Wagner　et　le　Tannhdiuser
d勘ガs）
6）　Der　Dichter　Charles　Baudelaire　an　Wagner，　Paris，17．　Februar　1860．
　　　　　　　　　　　　　　－32一
